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専門とする事項   

受験番号 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

問題番号  Ⅰ －  ２   

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24字×25字 

（ １ ） Ｄ Ｘ を 活 用 し た イ ン フ ラ 等 の 復 旧 ・ 復 興 の 課 題 

課 題 ① ： 復 旧 工 事 や 維 持 管 理 の Ｄ Ｘ 化 （ 体 制 の 観 点 ）  

我 が 国 で は 高 度 経 済 成 長 期 に 整 備 さ れ た 建 設 後 50 年

超 の 施 設 が 大 量 に 老 朽 化 を 迎 え 、 災 害 時 の 被 害 の 激 甚

化 が 危 惧 さ れ て い る 。 し か し 、 大 規 模 な 復 旧 工 事 で は 、

技 術 者 が 現 地 に 立 ち 入 れ な い 等 、 施 工 が 高 難 易 度 と な

る 。 ま た 、 老 朽 化 施 設 が 大 量 に あ る 中 、 限 ら れ た 資 源

で 効 率 的 に 維 持 管 理 を 行 い 、 適 切 に 事 前 防 災 を 遂 行 す

る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 Ｄ Ｘ を 活 用 し た 復 旧 工 事 の

省 人 化 や イ ン フ ラ メ ン テ ナ ン ス の 効 率 化 が 課 題 で あ る 。  

課 題 ② ： 防 災 計 画 の 高 精 度 化 （ 防 災 計 画 の 観 点 ）  

我 が 国 で は 、 東 日 本 台 風 や 震 度 ７ を 複 数 記 録 し た 熊

本 地 震 等 、 イ ン フ ラ 施 設 の 安 全 性 能 を 超 え た 災 害 が 頻

発 し て い る 。 施 設 の ハ ー ド の 能 力 の み で は 被 害 を 完 全

防 御 す る こ と は 困 難 な 状 況 に あ り 、 将 来 懸 念 さ れ る 巨

大 災 害 を 想 定 し た 防 災 計 画 の 見 直 し が 必 要 で あ る 。 こ

の た め 、 PL AT EA U  で の 災 害 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 等 の デ ジ

タ ル ツ イ ン で 、 計 画 を 高 精 度 化 す る こ と が 課 題 で あ る 。  

課 題 ③ ： 中 小 建 設 業 の 負 担 軽 減 （ 中 小 建 設 業 の 観 点 ）  

大 規 模 災 害 の 発 生 後 の 復 旧 ・ 復 興 で は 、 地 域 の 中 小

建 設 業 の 活 躍 に よ る ス ピ ー デ ィ な 対 応 が 必 要 不 可 欠 で

あ る 。 し か し 、 中 小 建 設 業 が Ｄ Ｘ 技 術 を 活 用 し て 効 率

的 に 復 旧 工 事 を 行 う た め に は 、 環 境 整 備 費 等 の 導 入 コ

ス ト が 経 済 的 負 担 と な り 、 技 術 の 導 入 が 進 ま な い 。 こ

の た め 、 Ｄ Ｘ デ ー タ セ ン タ ー の 活 用 等 に よ り 、 中 小 建
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設 業 の Ｄ Ｘ 導 入 の 負 担 軽 減 を 図 る こ と が 課 題 で あ る 。  

（ ２ ） 最 重 要 課 題 お よ び 解 決 策  

Ｄ Ｘ を 活 用 し た 迅 速 且 つ 効 率 的 な 復 旧 ・ 復 興 に 向 け

て 、 最 も 災 害 現 場 そ の も の に お け る 効 果 が 高 い 課 題 ①

を 最 重 要 課 題 と し 、 以 下 に そ の 解 決 策 を 示 す 。  

解 決 策 ① ： i- co ns tr uc ti on 2.0 の 推 進  

各 種 工 事 の オ ー ト メ ー シ ョ ン 化 ・ 省 人 化 を 図 る i- co 

ns tr uc ti on 2.0 を 推 進 し 、 復 旧 工 事 を Ｄ Ｘ 化 す る 。  

Ｉ Ｃ Ｔ 建 設 機 械 の 遠 隔 施 工 技 術 を 活 用 し て 施 工 を 自

動 化 し 、 地 盤 が 不 安 定 と な る 災 害 復 旧 工 事 を 省 人 化 す

る 。 試 行 工 事 で 安 全 ル ー ル の 検 証 や 策 定 を 加 速 化 し 、

災 害 復 旧 工 事 へ の 技 術 導 入 を 促 進 す る 。 ま た 、 情 報 共

有 基 盤 の 整 備 等 に よ り 復 旧 現 場 と の 情 報 共 有 を 円 滑 化

す る な ど 、 デ ー タ 連 携 の 自 動 化 を 図 る 。 さ ら に 、 遠 隔

臨 場 に よ る 現 地 確 認 や 検 査 等 に よ り 現 場 作 業 を リ モ ー

ト 化 ・ オ フ サ イ ト 化 し 、 施 工 管 理 を 自 動 化 す る 。  

解 決 策 ② ： イ ン フ ラ メ ン テ ナ ン ス 2.0 の 推 進  

デ ー タ 活 用 型 の イ ン フ ラ メ ン テ ナ ン ス に よ り 維 持 管

理 業 務 を Ｄ Ｘ 化 し 、 事 前 防 災 の 効 率 的 な 遂 行 を 図 る 。  

施 設 管 理 者 が 集 積 し て い る 維 持 管 理 情 報 を 、 デ ジ タ

ル 化 ・ デ ー タ ベ ー ス 化 す る 。 そ し て 、 国 土 ・ 交 通 ・ 気

象 災 害 等 の 情 報 を 統 合 し た 国 土 交 通 デ ー タ プ ラ ッ ト フ

ォ ー ム と 、 施 設 情 報 を 連 携 す る 。 Ａ Ｐ Ｉ 連 携 で 維 持 管

理 情 報 の 横 断 的 な 一 括 検 索 を 可 能 に し 、 効 率 化 を 図 る 。

さ ら に 、 デ ー タ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 上 の 膨 大 な デ ジ タ ル
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デ ー タ を 活 用 し た Ａ Ｉ の 劣 化 診 断 等 、 高 度 化 も 図 る 。  

（ ３ ） 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 策  

 Ｄ Ｘ を 活 用 し た 各 種 施 策 が 順 次 履 行 さ れ る と 、 対 策

が 講 じ ら れ た 箇 所 の 危 険 性 が 改 善 さ れ る 。 一 方 で 、 未

対 策 箇 所 の 危 険 性 が 相 対 的 に 上 昇 し 、 防 災 計 画 上 の ハ

ザ ー ド 地 点 の 移 動 が 発 生 す る 。 こ の 状 況 を 地 域 住 民 が

正 し く 認 識 し て い な い と 、 災 害 時 に 適 切 な 避 難 行 動 を

取 れ ず 、 人 的 被 害 が 拡 大 す る 新 た な リ ス ク が 生 じ る 。  

 こ の 対 策 と し て 、 施 策 の 進 捗 状 況 と ハ ザ ー ド マ ッ プ

の 連 動 性 を 強 化 す る 。 Ｇ Ｉ Ｓ 基 盤 の デ ー タ プ ラ ッ ト フ

ォ ー ム を 構 築 し 、 対 策 の 進 行 状 況 を ハ ザ ー ド マ ッ プ 上

に 常 時 反 映 す る 仕 組 み を 導 入 す る 。  

（ ４ ） 業 務 遂 行 に 当 た り 必 要 と な る 要 件 ・ 留 意 点  

・ 技 術 者 倫 理 の 観 点 ： 公 衆 の 安 全 確 保  

 業 務 遂 行 に 当 た っ て は 、 工 期 や コ ス ト の 縮 減 圧 力 等 、

品 質 確 保 と 相 反 す る 要 求 が 発 生 す る こ と が あ る 。 こ の

時 、 例 え ば 、 業 務 効 率 を 重 視 す る あ ま り 、 イ ン フ ラ 施

設 の 機 密 情 報 の デ ー タ を 不 注 意 で 外 部 に 漏 洩 す る 等 の

反 倫 理 行 為 は 行 わ ず 、 公 衆 の 安 全 確 保 を 優 先 す る 。  

・ 持 続 可 能 性 の 観 点 ： 環 境 の 保 全  

 各 種 の 施 策 検 討 に 当 た っ て は 、 自 然 環 境 ・ 生 態 系 ・

景 観 に も 十 分 に 配 慮 す る 。 例 え ば 、 Ｉ Ｃ Ｔ 建 設 機 械 の

選 定 時 に は 、 電 動 や 水 素 等 の 新 動 力 の 機 種 を 採 用 し 、

重 機 の 稼 働 に 伴 う ＣＯ ２  排 出 量 の 削 減 を 図 る 等 、 環 境 の

保 全 に 資 す る 業 務 遂 行 に 努 め る 。        以 上  



（参考）試験成績の開示請求結果 

 

 

 


